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富上の各はカカバイ）オオエッテュウバイ写(})) ¥イ類やペニズワ
イガニ等のおいしい遡(}'A 未覚がたくさんあり2 すが、アマエごも忘:・
択てぽいうないものの一つでしょつ。さしみはもちろん、寿司ねに、
雪訳溌甕の貝としてもたいへんなじみ()'沼肛ものです勾°
さて、アマエピという名前はと!j るようこ甘いところからっワら
どにものでし:うが、虞図）の野醤県ではプンバン(¥-つ刀ラシ）
のよつな罪い色をしているこころから文ンバンエごとよばれていは
す。哀「：：、厄蒻器1tJ. 希酋噂に出ている記色としてほ T ホッコワアカエ
いう名がずいぶん晋反しているようです。ア▽エピば早く閂取して
しミつので、以的ばなり＼応か太平洋側の都市には呂まわるごこが竺
氣‘く、思f西なものでした。しがし、虹ヰ、高速這発冨尼殴詈等の発
逹によ）、コベらの地芍でもよく食べられるようになりミしに。
こころで、皆さんが食べているアマエピIコメスかオスかご存如で
的｀ ＼。小さなものは全てオスで、体長が10 頃にも遅万る穴物は全て
メスで平つミ）、アマエピは初め全てオス乙して碗熟し 1 次にメ
スになるのです。ごれを住転投（せいてんかん）こいいますo 言山
憑にはこれ乙同じ性質を持つエピとしてトヤマエごがあ）ます。
ごて、アマエビは日本苦では、約」so 吋-Om ば冤さにすんでいユ
翫）、ゞ 、茫坪全体で見る乙、北癒を中悶こして太平痔剣乙て記洋隠叩）
両万の北の芸い常にすんでい瓦す。
わち墨も低醤定に岳「ご）ますe
そして、日応母其景も両、すな
ごのよっ:寄 蒙のみられ如登由につ
し＼ては、次のよつに考える人もいま芍o"'c: オ＼ほ、合がも□芸瓢ご
ろまで続い「こ氷刃痣代にはもっと南まで分布していたものが¥ 合の
ように疱が(:よるにつ机、冷にい水をもとめて北極の芍に還衷置しま
した。乙ごろが、日苓詞汽いと二ろにl詞「こい水の塊（月号筋書
肴鱈麗）があり＼ア7 エピば、そこぺ逃げこん虚＜万可剛代の生き
のこり（噌店＝いぞん_J 乙いう）というわ＼了で可。立山にいるライ
テ」ウについても翌Jり-Jk 罰寺ビに緊栄し7 いにものが立山試攣
帯0) 冷にい気候0氾二ろに残っているのこ同じような現象という言尺
で可。雹山膿には療い洒と醗い山があり、その両芍に氷司晒代の生
き野尼考尤られる勤罰がでんでいるごこになヽ I) ま可。 (/I/ d.) 
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魯
ホッコクアカエピの分布、北極を中心にみたところ
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